
（第

二
十
八
号
）

東
北
大
学
関
東
艮
陵
同
窓
会

関
東
連
合
会
定
期
総
会
開
催

平
成
二
十

一
年
度
、
関
東
連
合
会
定
期
総
会
は
、
平
成

二
十

一
年
六
月
二
十
日

（土
）
午
後
四
時
三
十
分
よ
り
市

ヶ
谷
私
学
会
館
ア
ル
カ
デ
イ
ア
四
階
会
議
場
に
て
、
約
四

十
名
の
会
員
が
参
加
し
て
、
左
記
の
式
次
第
で
行
わ
れ
た
。

一
、
　

開
会
の
辞

物
故
会
員

へ
の
黙
祷

関
東
艮
陵
同
窓
会
会
長
挨
拶

経
過
報
告
　
新
田
澄
郎
幹
事
長

各
部
会
報
告

一女
医
部
会

庶
務
担
当

会
計
報
告

開
会
の
辞

特
別
講
演

「東
北
大
学
医
学
部
の
現
状
と
将
来
展
望
」

山
本
雅
之
先
生

（昭
和
五
十
四
年
卒
）

懇
親
会
　
　
　
　
・司
会
　
山石
瀬
　
光
先
生

ア
フ
タ
ー
デ
ィ
土
―
コ
ン
サ
ー
ト

出
演

一ソ
プ
ラ
ノ
　
九
嶋
香
奈
枝

各
会
員
近
況
報
告

閉
会
の
辞

　

　

一

高
橋
俊
雄
会
長

根
本
　
宏
副
幹
事
長

田
中
佐
喜
子
常
任
幹
事

根
本
　
宏
副
幹
事
長

岩
瀬
　
光
常
任
理
事

望 究 が ¬ 了 告 に 行  な 講 関 高 北 が 学 の 圏 が な 押 開 は
続 を 拠 行 東 し

｀
六 わ 午 会 演 ラ

い 与 点 わ 北 た 庶 名 れ 後 と
｀~

て え と れ 大
°
務 の た 四 な 今 6

懇
｀
し た 学 引 報 新

°
時 つ 後 E

曇高勇‐基 瀞 象黎旱た

ク [iT―舅   理
に 大 展 講 部 い 会 授 会 分  の 子
移 い し 演 の て 計 が 員 か  運
つ に つ は 現

｀
報 誕 に ら  営 折

た魔=暮管罷墓t馨盤 誉駿で倉李督蝙:晶ダ肇曇千嬰

員 が る 雅 ム 女 艮 出  設 う
に 世 特 之 1医 陵 席  的 i

夢 界 別 教 ズ 会 同 の  有
と の 講 授 に の 窓 下  意

L

希 研 演 の 終 報 会 で  義 6



（
前
ぺ
―
ジ
よ
り
続
く
）

恒
例

の
ア
フ
タ
ー
デ

ナ
ー

・
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
、
本
格
派
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
、
九
嶋
香
奈

枝
さ
ん

の
オ
ペ
ラ
、
オ
ペ

レ

ッ
タ
、
日
本
歌

由

の
演
奏
が
行
わ
れ
た
。
オ
ペ

レ

ッ
タ
で
は

会
長
な
ら
び
に
九
十
歳

に
な
ら
れ
た
飯
島

俊
夫
先
生
が
相
手
役
と
し
て
選
ば
れ
立
派

に
？
そ

の
役
を
果
た
し
た
。
最
後
に
九
十

一

歳

に
な
ら
れ
た
神
津
康
雄
前
会
長
が
声
量

豊

か
に
仙
台

の

ご
川
城

の
月
」
を
歌

つ
て

コ

ン
サ
ー
ト
は
終

了
し
た
。
そ

の
後
、
各

人

の

近
況
報
告
な
ど
を
行

い
、
和
気
藷
藷

の
内

に

会

は
終

了
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（
文
責
　
△
ム
長
　
一局
橋
俊
雄
）

一

一゙

―

―

―

ｌ

ｌ

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

‥

―

―

―

―

‥

―

―

‥

―

―

―

●
■

一一　
支
部
だ
よ
り

一

一一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一一

一ｒ
ｉ
ｌ
‥
‥
―
‥
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｌ
¨

栃
木
県
支
部
長
　
　
金
子
長
次

私

の
知
る
限
り
栃
木
県
艮
陵
会
と
し

一

単
独

で
同
窓
会
を
開
催
し
た
事

は
数
え

，

る
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
関
東
連
合

会
が
あ
る

の
で
屋
上
屋
的
な
も

の
は
不

要
と

い
う

こ
と
か
、
支
部
会
則
も
あ
り

ま
せ
ん
。
十
年
毎
に
回

っ
て
来

る
秋

の

関
東
艮
陵
会

に
便
乗
し
、
併

せ
て
地

元

の
総
会
も
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
と

こ

ろ

で
、

こ
の
度
関
東
艮
陵
会
秋
季
総
会

の
各
県
回
り
持
ち
が
廃
さ
れ
十
年
毎

の

節

目

の
会
が
無

く
な

っ
た

の
で
、

い
よ

い
よ
会
則
を
作

り
自
前

の
総
会
を
催
す

必
要
に
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。
会
員

の
構

成
も
以
前

は
開
業
医
が
大
部
分

で
あ

っ

た
も

の
が
、
独
協
、
自
治
医
大
、
国
際

福
祉
大
、
公

。
私
立
病
院
等

の
勤
務
医

が
大
変
増
え

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら

の
事
を
踏
ま
え
心
機

一
転
、

清
新

の
栃
木
県
艮
陵
会
を
再
構
築
す

る

べ
く
中
堅
会
員

の
数
名
を
煩
わ
し
て
会

則

。
人
事
等

の
検
討
を
始
め
る
と

こ
ろ

で
す
。
現
在

の
当
県
艮
陵
会
員
数
約
百

五
十
名

で
す
。

千
葉
県
支
部
　
　
　
鷺
　
靖
雄

艮
陵
会

の
千
葉
支
部

は
、
Ｎ
８

∞
年
版

関
東
艮
陵
会

の
名
簿

で
す
と
、　
一
〇
四

名
載

っ
て
お
り
ま
す
。

木
下
巌
先
生
、
根
岸
忠
道
先
生
、
渡

辺
和
彦
先
生
、
三
橋
啓
司
先
生
等
と
会

を
持
ち
、
連
絡

し
て
お
り
ま
す
が
、
も

っ
と
若
手

の
会
員
に
も
声
を
か
け
、
活

動

し
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

茨
城
県
支
部
長
　
　
音
同
橋
慎

一
郎

艮
陵
同
窓
会
茨
城
支
部

の
最
近

の
動

向
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

茨
城
支
部
総
会

は
平
成

二
十
年
九
月

二
十
日

（
土
）
水
戸
京
成

ホ
テ

ル
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
別
講
演
は
東

北
大
学
医
学
部

の
産
期
分
野
教
授

の
岡

村
州
博
先
生

（
昭
和
四
十
七
年
卒
）
が

「
胎
児

の
発
育
と
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン

ド

ロ
ー

ム
」
と

い
う
演
題

で
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
低
体
重

の
母
親

か
ら
生
ま
れ

る
子
供

は
、
そ
れ
だ
け

で
メ
タ
ボ
リ

ッ

ク
シ
ン
ド

ロ
ー

ム
を
発
症
す

る
と

い
う

興
味
あ
る
お
話

で
し
た
。
当
時
、
茨
城

支
部

の
艮
陵
会

の
名
簿
を
作
成

し
た
と

こ
ろ
三
百
九
名

で
、
内
十

二
名

の
若
き

ド
ク
タ
ー
た
ち
が
水
戸
医
療

セ

ン
タ
ー

（
旧
国
立
水
戸
病
院
）

で
研
修

し
て
お

り
ま
し
た
。

こ
の
茨
城
支
部
総
会

の
日

時
が
関
東
連
合
会
総
会
と
ダ
ブ

っ
た

の

は
、
特

に
他
意

は
な
く
、
特
別
講
演

の

岡
村
教
授

の
日
程

に
よ

る
も

の
で
し
た
。

根
本
先
生

の
お
話
を
聞
け
な
か

っ
た

の
は
残
念

で
し
た
。

埼

玉
県
支
部
長
　
　
伊
藤
利
男

平
成
十
九
年
よ
り
埼

玉
艮
陵

の
支
部

長
に
な
り
ま
し
た
。
尚
、
小
生
昭
和
三

十
八
年

２
外
入
局
、
食
道

班
、
高
橋
先

生
医
局
時
代

に
は
、
大
変

お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致

し
ま
す
。



全
学
同
窓
会
か
ら
校
友
会

「萩
友
会
」
９

ュ
ー
ユ
ｌ
ヵ
こ

ヘ

一
昨
年
の
東
北
大
学
創
立
百
周
年

記
念
祝
賀
事
業
は
盛
大
に
、
又
相
当

の
成
果
を
挙
げ
て
終
了
し
た
由
で
、

慶
賀
に
堪
え
な
い
。

実
は
、
井
上
昭
久
総
長
の
も
と
で
、

百
周
年
記
念
行
事
終
了
後
、
こ
れ
ま

で
の
二
十
数
年
続
き
、
相
当
の
成
果

を
挙
げ
た
全
学
同
窓
会
を
発
展
的
に

解
消
し
、
新
た
に
校
友
会

「萩
友
会
」

と
し
て
、
卒
業
生
や
教
職
員
Ｏ
Ｂ
の

み
な
ら
ず
、在
校
生
、
父
兄
の
ほ
か
、

高
校
生
、
諸
大
学
生
、　
一
般
も
含
め

た
会
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
り

去
る
人
月
二
日

（日
）、
東
京
サ
ピ
ア

ビ
ル
で
、
第
二
回
の
関
東
交
流
会
と

名
称
を
変
え
て
開
催
さ
れ
た
。

会
に
は
総
長
を
始
め
校
友
会
担
当

副
学
長
等
九
名
の
大
学
首
脳
が
出
席

し
、
総
長
の
二
十

一
世
紀
に
お
け
る

東
北
大
学
の
世
界
の
リ
ー
ダ
デ
イ
ン

グ

・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
イ
ヘ
の
成
長
に

つ
い
て
の
抱
負
の
挨
拶
の
あ
と
、
大

学
の
デ
ス
デ
イ
ン
グ
ウ
イ
ツ
シ
ユ

ド

・
プ
ロ
フ
エ
ツ
サ
ー
と
し
て
文
学

部
の
佐
墜
ユ却倫
教
授
の

ズ

間
関
係

は
犯
罪
を
防
げ
る
か
？
」、
工
学
部
内

田
龍
男
教
授
の

「画
像
エ
レ
ト
ロ
ニ

ク
ス
が
拓
く
近
未
来
社
会
」
に
つ
い

て
の
講
演
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味

深
い
お
話
で
あ
っ
た
。

終
了
後
、
懇
親
会
に
移
り
、
百
三

十
余
名
の
出
席
者
が
交
流
を
深
め
合

っ
た
。
一

こ
の
よ
う
な
全
学
的
な
集
ま
り
で

は
、
隣
に
立

っ
て
お
ら
れ
る
方
と
チ

ョ
ッ
ト
言
葉
を
交
わ
す
と
、
慶
大
名

誉
教
授
で
あ
っ
た
り
、
東
大
宇
宙
科

学
研
究
所
名
誉
教
授
で
あ
っ
た
り
と
、

偉
い
洗
Ｉ
方
と
知
り
合
い
に
な
れ
る

こ
と
が
楽
し
い
。
ま
た
、
チ
ョ
ツ
ト

し
た
立
ち
話
の
中
で
、
東
北
大
学
の

音
の
工
７
ソ
ー
ド
な
ど
が
伺
え
て
興

味
深
い
。

な
お
、
神
津
先
生
は
全
学
同
窓

会
関
東
支
部
長
か
ら
引
き
続
き
萩

友
会
関
東
支
部
会
長
を
務
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

顆
鶴鐵

目

日

固

園

目

□

鶉
腑
語
酬
彫孫
率％

射̈
剛脚獄硼哺れば蜘軒一婦聟

と
し
て
約
百
名
の
採
用
を
予
真
し
て

か
嘉
貯
逢
鞠
一「
け
雌
款
商
教
準
馴
孵

］
一
は
数 ‐ま。
榊
絲
峠
¨
一
】
¨
一
ス 院 ァ
わ

い
て
現
在
鋭
意
検
討
中
で
あ
る
。

東
京
に
お
い
て
安
心
し
て
臨
床
研

修
を
行
う
た
め
に
は
、
指
導
体
制
の

整
備
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
側
面
、

研
修
終
了
後
の
就
職
等
も
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
本
ア
カ
デ

ミ
ー
で
は
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ト
に
は
、

月
額
五
十
二
万
円
二
千
円
余
、
宿
舎

提
供
、
研
究
研
修
費
年
額
十
人
万
円

＋

α
（海
外
学
会
費
な
ど
）
、
ク
リ
ニ

カ
ル
フ
エ
ロ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
三
年
創
設
予
定
で
、
更
に
厚
遇

を
予
定
し
て
い
る
。
研
修
終
了
後
は

優
先
的
な
都
立

。
公
立
病
院

へ
の
就

職
は
勿
論
で
あ
る
が
、
医
師
適
正
配

置
連
携
室
を
通
じ
て
大
学
、
各
地

ヘ

の
就
職
を
本
人
の
希
望
に
添
っ
た
方

向
で
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

本
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
学
閥
は
全

く
な
く
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て

臨
床
の
プ
ロ
を
目
指
し
た
欧
米
式
研

修
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
東
北

大
学
卒
や
、
艮
陵
同
窓
会
員
の
子
弟

で
首
都
東
京
で
専
門
研
修
を
受
け
た

い
と
思
つ
て
い
る
や
る
気
の
あ
る
若

手
医
師
の
応
募
を
期
待
し
て
い
る
。

父
専

墓
量

便

警

螢

顧
閲

墓
量

師
ア
カ
デ
ミ
ー
運
営
委
員
長
　
　
高
橋
俊
雄

―
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
用
し
た
、

国
初
の
組
織
的
か
つ

床
専
門
医
養
成
制
度
で
あ
る
。

間
の
初
期
研
修
を
終
了
後
、

年
間
の
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン

多
数
の
臨
床
例
を
実
際
の

で
経
験
し
、
総
合
診
療
能
力

た
専
門
医
を
取
得
す
る
。

更
に
三
年
間
の
ク
リ
ニ
カ
ル

ー
に
お
い
て
、
臨
床
の
プ
ロ

携
し
て
臨
床
研
究
を
行

２ヽ

タ
リ

ニ

カ
ル
フ
エ
ロ
ー
で
は
学
位
取
律
に
つ

部
か
ら
の
出
席
者
は
神
津

し
て
高
度
専
門
技
術
を
国

先
生
に
、
顔
見
知
り
で
は
新
井
愛

な
ど
通
じ
て
修
得
す
る
と
共
に
、
リ

彦

（昭
和
二
九
）、
近
藤
正
太
郎
先

サ
ー
ル
マ
イ
ン
ド
を
養
う
た
め
、
東

雌

録
期
和
三
一こ

の
他
三
名
居
ら

口野
¶

京
都
医
学
研
究
機
構
や
各
大
学
と
連

れ
た
。

（昭
和
二
九
　
信
田
記
）

二
年

～

４

し
ては

エ

ロ

目
指



本
年
の
女
医
会
は
、
平
成
二
十

一

年
七
月
十

一
日

（土
）
午
後
五
時
～

九
時
、
例
年
の
如
く
旨
一
ｒ
お
彗

翌
∽
セ
ン
タ
ー
十

一
階
で
開
催
さ
れ

た
。
参
加
者
は
佐
瀬
ク
ラ
ラ

（Ｓ
３

３
卒
）、
小
林
啓
子

（Ｓ
３
５
）、
岩

村
ト
シ
子

（Ｓ
３
６
）、
根
本
宏

（Ｓ

４
１
）
、
早
川
純
子

（Ｓ
４
３
）、
広

瀬
陽
子

（Ｓ
４
３
）
、
矢
後
文
子

（Ｓ

４
４
）
、
倉
田
清
子

（Ｓ
４
４
）
、
川

名
陽
子

（Ｓ
５
１
）、
日
下
康
子

（Ｈ

ｌ
）
，
田
中
佐
喜
子

（Ｓ
４
３
）
の
十

一
名
で
ぁ
っ
た
。

特
別
講
演
は
飯
野
ゆ
き
子
先
生

（自
治
医
大
付
属
大
官
医
療
セ
ン
タ

ー

（現
）
さ
い
た
ま
医
療
セ
ン
タ
ー

耳
鼻
咽
喉
科
教
授

（Ｓ
４
９
年
東
北

大
卒
）
、
に
よ
る

「よ
く
な
る
難
聴
と

よ
く
な
ら
な
い
難
聴
」
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
な
講
演
を
頂
い
た
。

先
天
性
難
聴
は
、
二
歳
ま
で
に
発

見
し
て
治
療
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将

来
的
な
言
語
獲
得
も
可
能
で
あ
り
、

伝
音
性
難
聴
は
、
中
耳
炎
を
慢
性
化

さ
せ
な
い
こ
と

（耐
菌
性
を
作
っ
て

し
ま
う
）。
感
音
性
難
聴
は
突
発
性
難

聴
以
外
は
殆
ど
治
療
不
可
能
で
、
補

聴
器
を
必
要
と
す
る
と
の
こ
と
。
ま

た
、
人
国
内
耳
は
、
三
～
五
歳
で
装

着
す
る
と
子
供
達
は
言
語
を
覚
え
て

将
来
的
に
有
望
で
あ
る
が
、
老
人
性

難
聴
に
は
不
適
で
、
補
聴
器
が
必
要

と
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

補
聴
器
は
順
を
踏
ん
で
耳
に
慣
れ
親

し
ま
せ
て
い
く
器
具
で
あ
り
高
価
な

も
の
が
役
に
立
つ
補
聴
器
と
な
り
え

な
い
の
で
、
耳
鼻
科
の
先
生
方
の
指

示
に
従
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
警

告
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
女
性
医
師
が
働
き
易
い
環

境
に
つ
い
て
、
九
年
間
に
亘
る
自
治

謂

¨
財

頸

渤

瀧

】

写

■

燿

Ｆ

５

八
時
間
を
選
択
す
る
」
を
施
行
、
育
　
　
　
平
成
二
十

一
年
六
月
二
十
日
（土
）

児
支
援

（保
育
ル
ー
ム
）
、
復
職
支
援
　
　
市
ケ
谷
私
学
会
館
ア
ル
カ
デ
イ
ア
で

等
の
取
組
み
を
ト
ツ
プ
ダ
ウ
ン

（高
　
　
開
催
さ
れ
た
艮
陵
同
窓
会
総
会
の
懇

久
学
長
自
ら
が
、
各
セ
ン
タ
ー
に
指
　
　
親
会
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
九
嶋
香

示
を
だ
し
て
環
境
を
整
え
る
よ
う
指
　
　
奈
枝
さ
ん
が
美
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

示
し
て
い
る
）
の
形
式
で
行
い
、
上
　
　
　
曲
目
は
、
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ

司
や
職
場
の
意
識
改
革
を
行
っ
て
い
　
　
ス
の
作
品
か
ら
オ
ペ
レ
ツ
タ

「こ
う

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
女
医
先
生
方
　
　
も
り
」
は
じ
め
プ
ツ
チ
ー
ニ
作
曲
の

の
数
が
全
医
師
の
三
〇
％
を
超
え
る
　
　
ォ
ペ
ラ

「ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
」

時
代
、
ま
だ
ま
だ
育
児
と
仕
事
の
両
　
　
等
、
そ
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
マ
イ
・

立
は
環
境
が
整
わ
ず
、
労
働
条
件
も
　
　
フ
ェ
ア

・
レ
デ
ィ
」
よ
り

「踊
つ
明

保
障
さ
れ
て
い
な
い
職
場
が
多
い
た
　
　
か
そ
う
」
さ
ら
に
日
本
歌
曲
か
ら
お

女

[]
し
い
集
い
に

雷
フbヽ

れ
る

め
、
課
題
が
多
い
問
題
で
す
が
、
女

医
先
生
方
が
後
輩
の
た
め
に
力
を
合

わ
せ
、
仕
事
が
継
続
で
き
る
よ
う
に

し
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

（文
責
　
田
中
佐
喜
子
）

馴
染
み
の

「さ
く
ら
さ
く
ら
」
「早

春
賦
」
「浜
辺
の
歌
」
等
が
歌
わ
れ

た
」
今
回
、
と
て
も
印
象
的
で
あ
っ

た
の
は
、
身
振
り
手
振
り
も
交
え
て

感
情
を
表
現
す
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
が

秀
逸
で
、
特
に

「公
爵
様
あ
な
た
の

よ
う
な
お
方
は
」
と

「私
の
愛
し
い

お
父
様
こ

で
は
、
飯
島
俊
夫
先
生

と
高
橋
俊
雄
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
公

爵
様
」
「お
父
様
」
に
な
っ
て
、
美
し

い
歌
手
の
お
相
手
を
さ
せ
ら
れ
て
、

な
か
な
か
の
演
技
を
ご
披
露
さ
れ
る

ハ
ア
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
、
雰
囲
気
を

大
い
に
盛
り
立
て
た
。

会
費
納
入
の
お
願
い

今
年
度
会
費
三
千
円
を
同
封

の
振
替
用
紙
に
て
ご
納
入
く

だ
さ
い
。

東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会

関
東
連
合
会
東
京
支
部

〒

２
４
７

１
０
０
７
２

神
奈
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県
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‐
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‐
一
‐
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〇
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六
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（四
五
）
〇
二
人
七
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